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九十九湾、奉から夏の鳥たち

■川氏野 ,国 Ft師 竹 日伸
―

九■■4に 来て 【拘にmと えるヽの'

々して 「あれっJと せうのよ,ア イスめすて

す ま 通'ア イスとtえ イ =Fで ユ承の|

H日 t権の■枝r ri― 卜,キ ョ (ネわイスた

ま1)Jと,n(も つてす そ れ″工■′Lせて

= 5月 から7●崎まモ'ア イスのⅢ″田 |

0のです

にそⅢて'ア イスの■に R ま とまr●

をも恵します″ Ⅲ 事声は輌コヽ入りtEつ打

面に=イ まして と ても事4■いに向こえま

す 々 itに こ ここに■ついている'′ イス

の拡t,い よう=す  や に た ■九斉=一日

するtttに 長ると お ,こ ちの大,工,ち

,/イ スのⅢす腎いて来て と てもよいもの

てす

よ(■ど招 すてい0セ ウ ″イスて'そ 々

(tち んを常り,'(聞 こえて“なつに`気″

(1す iす  )し■'L Irでユメブq■ ■7″

テ iオ ン04ど の望 しみ■,`す いう【

■ ′ ブ,ユ Hit声 【 「■―'‐ ,L i―

■=, ■ ―,■ ,■ 二■ と きた,' ■

7イ ラはちoぅ と問,た Ⅲ,(,し ヽ■4

「ツーツービー ツ ー ′―セーJⅢ オ,0ま

「■ョ!―■ⅢⅢ ■ ―■"Ⅲ Jを `="喜

まヤ  「ビー ビー3 と よさを,て い ("

ユLヨ || ヽ すましい,は 四のとこでも加

こたます ま た ヽ いエカ空■ちユ「卜■=

,■ 2 11えた'のメンロ

■ヌ1 入 リエコ■くウクイス 写えO ib常 お0ヒ ヨトリ



●■4 は て,こリインヒヨドリ ,■ S i内 でよく,お“する,す ,ヤ

キョ,■ =タ  ト ■ョ ■ ョオキョクJと

いてヽトトイスの声も印とをます ヽ トト■

スは世つヽの4こ "「をとみつす 芭分のt'

ど育てどセA rt',(た(ちオ| という宮‖を

打っていて ■ こウアイスの車にと"し ま

す ホ ドトイス■,ti,t● tヤ ,て 来るの

も  こ こ[ウ /イ ス|イ=ヤ おヽ `〔 し,う  こ

の こ五青向【門こえる高め,|■ ノ末卜 ■

ブす′ 工 ■イ レ ン=ウ カラ イ イルをと

11種類近く よ ―(耳をて rtて てぃ江ィ幕

力らこの九■九拷は ■ の■て'■ す0こ ま

■わ【■

もしに向カイあなを, ■ れヽいセンターの

厳り'資 摩■ 九 十i`宗 席チ壇を,い て,

るとよいそしょう 入 りこの対面でいく'と

=,,に 浅 顧で二十の資をFFす,オ ■イや

人をあま,これすにオヒを,っ て,(′ 夕i

キレイ ヤ ヤヽ体にお田す京IⅢよ〔イ`を した

イツtヨ |りなイ″見ちれます 運 ″ますれ

(イク0,イ ヤ"'tヽ tL全 たな■もしれま

せた 0ぅ とお こ こに■ユついている,ワ

tミ は経のAを “にしているの4寝 にも(

=と こち`規来〔喜な'`れ れませ, こ の

字師にはれmの ■″=ち していますの(

自とIFr+ケ く,ぃの題颯と,■ 占うこと,

〔事●●■そす 時 間をマ奇Ⅲのある方には

ゼひヽすすいします

ぎて ,″ イスやヽ,″ ラをどのⅢⅢⅢわ

望けのヽわイ イセ九 卜rLりのようなに=部 に

すtめ てしェう そ れまたの地形によさ(四

Fし ていると考iら れま■ 九 rrL,ュ oィ

対面お̀臣までどまり 経 営顔をつてっていま

す ●つたち 内画卜に人票も■弦“タイ(

またツ 千キヤモ'′ ■4ど の4で ヽほの要を

つすたbI水わてた(音イビト茂ぅています 「

に入,Iを 水口にヽ工てれば ヽ 内よに立の

山ういのロオ1"「 tR■よ(■ていま工 つ

ま'あ 達にとって工■)L情ユ甚水のたまぅ

た望Ⅲt向 ヒ々のかも苅れませ4 そ うすた

4r ウ /イ スなどの皇口 ,I夕 いのも

れを■(わ力ります

=れ ヽのヽ差"、 4`の 中で紙とよう関

わっているのお た いべた栗rrぅちま題と考

えています



南の海の機魚を探してください

■"氏 はt4う にIFXオ 中にわ' 同 ■拒

てユ景4■ さい忙登■嵐を合4て います こ

のため に Ⅲ報ば打0的にnと =(■ ,て 十

=■  登 沢と東京を直線r市 卜匿荘ヵイ打300

kぃてす■ち 々 t々の ,1まう■ヽにを,ま

す ま た離■の担形 よ 力,Iの 力↓ i,ら ,

饉ヽ の"イⅢⅢまでユ″F(吉 ひオ)臣 ,■

そのには度笙■ヽ空斑の標Fl'ま ( 1=と ん

とすどつこつした■と大き■■'イ=ろ ごろし

ている 売 4し い丼市のJ打 け ★しょう)

紅,す ― |て います 掠 閉Ⅲ6をす事缶 Ⅲl

円コのヽ摘 =なると 小 さ4Hヽ 入りこの■

(拡藤わを =イ しに■4て れHい とを■てい

ます TⅢ  Ⅲの臣'練 はまいてすて″( 紅

減=と こ1,ほある肛形と 'の 藍ど■離 の

MLれの正面=ど のれの環境め'すとしすつち

わイっているのです

幅Fの 距形やイめ環境わイ安′,■イ ■ ほし

て|=hい こ預も速・ています 例 え F ほ

カイ苺は所には 「ますJ■
i4■ IJ■ と″

岩■石わちマ=て ↓■盛では「う=る」■
「う

4た ,!Jを ど】t″ ついています す を万

ち ● 力民の苺tは  た くさんの把部の点■

と活【喜あ4,I整 ってい本と言==0そ

i

4Ⅲ 氏にどれてらいの肛原小 に,ヽ して

いるのわを面べtと ころ と よイ50]“類に

rr,ま しヽ 石 "叫 ユ訴資の言■イを紅“て

す 加 ■■tl市モ 'に引馬やお抑 を してm

網航わ1内 続―帝て 大ヽ醸 (■ヽ とさ1綺 を

どの定■幅霞力・■れ=れ =イ 誼☆と■ってい

ます れ mO価 部のAょ  ほ とをとわてい本に

よぅて1■たものですカイ ス ト嵐をどう草十

判所ての■単格茉うすたています ま た●つ

紙に よ こ れまモに1鳥 ま たユ拡馬しわ見

つわぅていをいと頼じ夕(今ま“iています

=し て =う 斑0よ してすいとてよをい=と

もうわりました 1=う のは 同 し口■寝【

坂非 忘 一

こ■1 オ ヤビッチャ

■Ⅲ 2 ツ ラスズメタイ 的 懐 阿 HEHr)



↓■に肛,■ ■括を4tff,原 うち = lm

“ど越イ`“ 類】市ドされていました と つ

つつの担切 こ比本ると ti Fの 0の “源 ,

101加紳 Irケ オ (■ ぅて十あり(■  と ,

″FF蜘す,つ ヽ‐ていないうなど 卜ヽしてヨベ

たち ヽ こⅢ■う trFrrど の成0と  ,,

■Rに 力 すて■●れitF・ て,っ て(3

付の高のHE頌す少t(4 て いました

え/― ,1,4ヽ 礎切夕を,モ ■ると ■

【モホした紅蜘 17■ I-4)を イオ■つあ

ります 0■ うた 前 の破点″TⅢⅢ Rこ ■,

モ(る 立ⅢⅢF取切 ユ■こ=ぅ てといます !

年 よ打 こシいtrFて,た ●し( ■ 1=ン ターの

ra,て 0こ れらの■顔I六 々と,つ
tl Ⅲ ビ

●■, ,ョ ウ,日,ウウオ け時  印京「F)

力`1月 】う11月け=4tみ ついていまし

た ま た ■ i,のコイ江Ⅲそ ユチョ'■ ョ'

ウオ (●■ 51 も■,″ ,た ようて, し カ

し 石 Ⅲ氏てヽつわ0こ のようすヽの出の枝

Aた ちは に どtコ 拘 0そ す !れ ↓ t

,つ (""市 お 迎のな|十▼ヽ ■獅4" 1タ

イドイー" を !てす ■ を●ち ス ″―'

コン'■破鞭芸こう,て つ すつ"所 ti こ

の■|オ切"iモ !た オ市預"■ ■見つ力る

わど罰末″卜ば TⅢ  ⅢのrnのHF輛 ュこっと"

= L座 ヽ新月とnt4、 、ぉょぅ[々打!

すとマえています

あ=ヽ =こ 々をtrつ紅の賊京ど■,て きな

tl`苅 イIまt々  れ お0ヽ 礎",に ■ょぅと

う喜た, ■ 形や削`ま りを4て いて,t(

●=十 度 をれを1煮 す■●1,た す  ヽt

ヽ形つ特は ■ つ すたHと期'オ とをのと,

■工れⅢⅢセンターに遭■してえて(`■

い て う■めそ前■■質'ど を格■てどう`

|で す ま た ● ⅢⅢの町しいHの ““とし

て ■ 重オ窮見!な 0あ すしれませr

ヨA3 オ ■'ヒ メジ

′″白▼″夕.こ_
0■ | ■ ン,■ 夕″イ (コラ 円床rF

(I工 艇ミ|



ここが見どころ 「生態水僧」

窯ヽlF ヽ こ″■iヽ 雑tltは  た くどた

の立朗″とヽす0経 P/4し てとて`重 要で

す 一 方高(1 志 瀬オ二十茂る寓壊(tば |

I陸 上の経やホと同じ■P割 をになってい=

す そ こま小さをA遠 にと,て 二すのE■ オ

成長の ま た内敏つち,を するための4所 に

なっています

′し十九で回セにユ大きて,す モ2つの再打

す党られます 1つ 1岩や石よ=■ !ち して

いな打所■ 江まのⅢン″ワラのⅢDす 五●

語卓  も う1,ユ 砂肛に見ち江打'マ モ■ス

タ,子 モ,ど の臣=頚 オせる意堪です ,マ

モ預ユ荘ムの,そ =甘 し=十 ″ '姦 上 よ塵

上砥的のススキケとに近 くモ ″ り,tと

し,力 りしたほどひち 十ています て の■

" 張 り車 離 Jと や事=十 九 ilt蔦自把

て 1初Iに 本の間に力`=花 をⅢ すます

'マ モはH■ =合 とせ耳り■林車には(今

市していますカイ ス ″'fモ は中本臣だすに

=有 すO t4者紅ときれています 事 tン ター

では こ れちの,7■ 頭の日■とその醸輝り

付子を末イナスキ■す― (卸信まt4LttdHIネ

る,レ ビ々メラ)の ,い てい0水泊の■r再

現し!う とまユてきました し ,し  ,4り

幕まではイ■4■ ,ま 〈損■カイ( 4と と

おえ,↓ をくり道してヽました 'マ モも

りっすす=さ 輸です ほ “】す ttれ て'(

のこ恕L(を " 'マ モ預に(おしい方々わ

Ⅲ ↓ ちヽ■″7卜 (1ス をいただ= 打 革

とす司■の,よ を'芭 iこ とにしrrし●

今まで■たちは ,fitttク 7,々 どで

ひ,ど り立いてlA4じ ■ についた砂■,セ

iと してわら 純 内め″1直Fl-2ミ リ,

に直綿 ■■ すていました 直 J査 輌を材瓶

すると事は ■ 内こ要葉を取り入れなりにた

いせつ″lRをすしてもは,す ないため 根 に

ついヽとを驚t4を いり″村紙とりことて

'マ モ預↓同●そうなとの十筑を,す ■し

た イ t【  ます無■のと喜■'マ (Hわ イ損

=は ,て いる"や 北!と ン■ヽ,(拍 ,おこ

しました そ して損'ち "ヽ モをそとをヤ

に そ のままム樽の中に植tⅢ lました ■

つ指票 F事 上力・̀F,そ tt″(と , う ヨ

(lR 10せることすでき■した 'マ i率の

よは`東 くなり 案 ″少しすつ成長するよう

にと',ま し  ヽそ して こ れrrてほコ,した

ことのイよった'ミ /本 イカヽ =々 と,マ モ

の養 こ町をほrl■iす るようにケリまし■

今後もま真を加えなオら よ りよい■とで

'マ モ預を目青L =れ ら″=る 霞毎の再現

をしヽ いとEち ています  (ど 工森 草 師)

間井 功  山 岸 裕 ―

り,そともるアミメンヽマ



キ ア ン コ ウ の 幼 点

「お“こうJと 言え十キ 大事を口の′pラ

ス r々r体をした と てもとヤヽしい点です
「あなこうJ こⅢ 7ン ヨウと■7ン ヨウ

の2 1RIイ泥しっています こ の 2確 'とても

よイ肛ています) ,ン ヨウの方す頂″文さ

( 女 (て馬ヽF型 をしています ま た 民

ビレ●ヒレの■し (ヒレを,i合 ■)の 拡よ

タト,■少をい (7ン ヨウようヽ7木 ■ 7

ンコ,,“ -0本 )れ ヽま守

当tン ターては こ れまて●2にのイアン

ヨウの幼Aを 無英じました 1● こ=キ の 0

月 九 十rL円内りま面をチちようと荘| そヽ↓

るのを見つ すました (査長4■ ■)も う1

に↓4年 の5月 衛 F繭 小学校0勅 F日

君"ヽ H9HFFの抑をまつの中に向しこあ`れ

反井  忘 一

て↓うのを見つけました て,= 査 駈 2

m

7ン ヨウはヽちち′ ■ アンヨウの幼蕉の

とは`ユ =オイ''っ てiませ, こ の2匹

ど(わしく題ヽ4iと こしていユ■

(喜A証 長)

■アンコ,のあ京 (4ラ 阿― )

vヽ

九十九湾の赤潮

破のt9R既 ヽ九十九増て よ 々 "ち Zに カ

す(ホ 高オたサ■"雑 します 0車 涼獅

イ,初 に見つおったの ユ4r321自で ■ の夜

0月如 回まて●■弦以上の日ヽ 所加“4と し

ました (写真)

所抑ば末■ こすャてただようタランクトン

独 軸 に夕(を , 海 F革 やこヤ茶

石に霞おぅによとをいいます チ↓十九湾うホ

簡井 功

田0イどオイ枝覇イの力 閣 紙驚そ観夕してみ

ヽところ■Jウ■4'て した 匹 草て 「■■

HJと も0(よ うに す ]',ュ 'の い0極

水を暗旧ておき口すと言白(■ ります ま と

いう文字】ありますす 摘 臨毛藤 (うすべ4

もう=う 十の“口の約 クランクトンすので

す

i3'■ ニウ白Aは 章をもっていま■4

'ヽ 大魔tし てホ輛にななと民真を拡った'

点や枝草幼期を自官=せ てしまい■す ナ 登

立の■1組み よ!(わ わっていをいうです方ヽ

=拓 コ,水をとHIl■ の実業す0イビ要以上に

,(を 0こ と (宮宍却 ヒ|工たいよう力)イ

原因のひとつです rL十五暗`チ マをく 揺

■の整きな二=ものをヤるために, 一 人一

人のはわ■すオ″憂rt口 しています

申o使 ,段 r■ 4し た京申 (まえま 伎 師)



090● 0の
1コ5(H"卓 "阿 (1～6月)

1/12   ,tFi■ ヤ1う いt才 ″―
こ ■ヽ 政 =を 向F 宮 【 ● 工 酪弾 B氏 を置 出

1/23   ム E■ ,10ヽ 工■, =■ ■再軍す"■ヤ
2/ヽ   本 tH眼町,斑 ■4お ,【―●14“""東
2/1   i4い “ヤ●■【草コ̀ 笹 ど鞭ヤ既―iするす■■
2/11   ,Ftr叫 定ヽ■II所  =内 Fru,も ',々
2/11   タ ッ,ブー■り,や“I=セ rrE十=,/1Ⅲ
3/1,    ヽ 3回革り“■合 II向の■■Jt',“  0す“わ01[

3 々 S
3/31
4/1,
S/11
5 / 1 3  1 4
5/伽
,//21

9/1
,/コ ,0
S / 1 3
0/1,

いれ:,■ '1■う言 括 成 ‖向 え 「1人をFF に す0田  “ 日=11
つとにヤⅢ2t'い tレ イーセ|,「 化Iの まⅢ""2■ ■●
うとにドⅢ,tユⅢⅢンター■■打ま 第 1,労 i
陶肛 l rtiユおB q氏 !'■ ,■ ■ tえ は者に超Frl進ユ |“/11 2Ⅲ
に至地ピ 1町HI蜘 石当者―ヤ “石■■A
第 ,川 口いヽ trf全言更印i tr切 国il t,価
「
正 笠 ■ H車 に ■ の 0に 闘 riJを 同 蛸  =,Eう nI甚 班 liⅢ 町 大 0ミ げ 内 通 ■ ど に 官 』
「"拘 0,■ 嘉全 ば■のLH紅 資Jと 的に 口 `ヽすi
瞬価:内前町“す■■ 車 下工■F,氏 力 Ⅲ力 ■ ⅢⅢ Ⅲ Ⅲ 回虐両 J内 4J卓
停門Ht=古  却 しHE`■ Am電 磁煎 と A=車 ulち ■■4
TH,● 定巳ⅢⅢ  内 ヽはFttEU“ 車|″ 全石ユt草 Ⅲ
HEti町蔵資た4電 車●Iコ 】今一“i15打"I“
「
ェ4r‐ ■残り自■瞬ヽ宮冊F= ● 規Jを 旧【 114=臣

FF価 1査 択大,“ 【 位 Ⅲ迂―氏
1/基    ■ とい0■ ロ マス 14前 ′A=和 虹景的人I,4,そ う■■

1, H卜 ●Hヽヽ  ヽど志ヽ 単SI■ | … 卜‐'卜F i 十 1'す す4 1卜 |

! 観 察 踏 だ よ り |
昴 =キヽ,タ ー■1弥 ■ 1,Ⅲ ⅢOII■ =工 調

した Ⅲ "ク)Aせ セ豆宮打り■`で す

月エコよE↓ 1月 |■ 3■  ど "li Stと | |エ

うに こI向 し千したわ i"ま ,■ ■●草いまし

た =し て 311,● 4万 1こ11,て の一
■ 問 卜b

it`■ ,し ました 和 `“ とをZる と 1,'ち

て,!`て い0■ 以下力0も ちⅢましたわ 3"に =

OStま ■上,と ,こ ,チ (,っ ていなこと,“Ⅲ
Ⅲります '■ は 月ヽSgヵ たいでした 4■  ,
のSl↓=Jす る'アイスのlJさⅢ″Ⅲ 310わ ら

また  '■ メリすよ はヽ4月 lH“ ■ヽ■きれは

[う とした
一方 ,7,本 世り=■ ●4tこと■、もとヽ F全

すすす(  ,H tFFI"J itを 「セ,し ました ■
のこ0コ ま■  1,"的 =2-3や すつJIし よじ

た 1-3■ りtF■既〔は ,,/Ⅲ ■'■ ″|五
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